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JCMの基本概念

日本

パートナー国
優れた脱炭素技術等の普及や

緩和活動の実施

➢ 日本企業による投資を通じて、優れた脱炭素技術やインフラ等の普及を促進し、パー
トナー国の温室効果ガス（GHG）排出削減・吸収や持続可能な発展に貢献する。

➢ パートナー国での温室効果ガス（GHG）排出削減又は吸収への日本の貢献を定量
的に評価し、クレジットを獲得する。

➢ 両国のNDCの達成に貢献するとともに、相当調整によりダブルカウントの回避を図る。

➢ パリ協定第6条2の協力的アプローチに関するガイダンスと整合的にJCMを実施する。

JCM
プロジェクト

温室効果ガスの
排出削減・吸収量

両国代表者からなる合同委員会で
管理・運営

日本のNDC
達成に活用 JCMクレジット

測定・報告・検証

パリ協定第6条に沿って実施

報告・相当調整 報告・相当調整



REDD+（途上国の森林減少・劣化に由来する排出の削減等）

• REDD＋とは、持続可能な森林管理や適切な森林保全を通じて途上国における森林の減少や劣化を抑制し、温室効果ガスの
排出削減や吸収増加を促進させる気候変動緩和策。

• 国連気候変動枠組条約のCOP21では、我が国も積極的に交渉に参画し、REDD＋の実施・支援の奨励を「パリ協定」に位置づ
けることに貢献。

■森林減少・劣化の主な要因

■具体的な対策

レッドプラス

Reducing Emissions from Deforestation and Forest Degradation in Developing  Countries; and the role of conservation,  
sustainable management of forests and enhancement of forest carbon stocks in developing countries （; and以下が「＋」に相当）

＜適切な森林管理＞

・土地利用区分の明確化

・違法伐採のパトロール

・森林伐採許可の制限

・森林の造成・再生 等

＜代替生計手段の提供＞

・非木材林産物の商品化

・アグロフォレストリー 等

・農地開発

・短周期の移動耕作 （焼畑）

・大規模な森林火災

・違法及び過剰伐採 等

（＝ベースライン）

成果支払い（資金）、クレジット化
の経済インセンティブ



プロジェクト登録に係るパートナー国との基本合意

提案方法論の作成・提出

プロジェクト設計書（PDD）及びセーフガード実施計画書の作成・提出

プロジェクトの実施及びモニタリング

クレジットの発行申請

モニタリング報告書及び
セーフガード実施報告書の作成・提出

（合同委員会での承認）

（第三者機関による妥当性確認、合同委員会での承認）

（第三者機関による検証）

二国間でのREDD+ガイドライン類の協議・合意

クレジットの発行

（合同委員会で発行するクレジット量を決定）

JCM-REDD+手続きの流れ

※国が実施



ガイドライン類 概要

実施規則 Rules of Implementation for the JCM JCMの目的、JCM関係者の定義・役割等を規定。

用語集 Glossary of  Terms for REDD-plus －

プロジェクトサイクル手続
Project Cycle Procedures for REDD-plus

JCMプロジェクトの申請方法や承認手続きの期間等のプロ
ジェクトの管理の手順を規定。

合同委員会運営規則
Rules of Procedures for the Joint Committee

合同委員会の組成、運営等を規定。

第三者機関指定ガイドライン
Guidelines for Designation as a Third-Party Entity

第三者機関の要件、行うべき業務等を規定。

提案方法論ガイドライン Guidelines for 
Developing Proposed Methodology for REDD-plus

方法論を作成する際の対象地域の考え方、参照レベルの
設定、排出量・排出削減量の算定方法等の取扱いを規定。

プロジェクト設計書（PDD）及びモニタリング
報告書作成ガイドライン
Guidelines for Developing Project Design Document 
and Monitoring Report for REDD-plus

プロジェクト設計書（PDD）及びモニタリング報告書を作成
する際の様式及び記載要領を規定。

セーフガード促進・支援ガイドライン
Guidelines for Addressing and Respecting 
Safeguards for REDD-plus

プロジェクトを実施する際に配慮すべきセーフガード（先住
民への配慮や生物多様性保全等）の考え方やセーフガー
ド実施計画書・実施報告書の様式及び記載要領を規定。

妥当性確認・検証ガイドライン
Guidelines for Validation and Verification for REDD-
plus

提出されたプロジェクト計画書やプロジェクト実施後の排
出削減量について、第三者機関による審査方法等を規定。

★印：JCM-REDD+のため
に新たに作成するもの

★

★

★

★

★

★

JCM-REDD+ガイドライン類の種類


